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論　　文　　の　　要　　旨

　この論文は筥重心エネルギー1．8TeVの陽子1反陽子衝突におけるW±→e±ひ崩壊事象の電子および

陽電子のラピディティー分布の荷電非対称性の測定について述べている。電子事陽電子のラピディ

ティー分布は雪親のW土ボソンのラピディティー分布とラW±ボソンの静止系における電子里陽電子

の角分布を重ね合わせたもので記述される。後者の角分布は標準模型のV－A結合によって与えら

れるので事荷電非対称性を測定することにより事W±ボソンの生成に関与するu争dクオークの運動

量分布ヨすなわち雪Wボソンの質量のエネルギースケールにおける陽子の構造関数に関わる情報を

得ることができる。

　実験データは害米国フェルミ研究所テバトロン衝突器に設置された汎用検出装置CDF（Co胴er

Detector　atFem1lab）を用いて取得された。積算ルミノシティーは4．1pb－1である。電子ぽヨヵロ

リメーターで観測されたエネルギーに関する情報と飛跡検出器による運動量の測定を用いて検出し

た。ニュートリノひは里陽子1反陽子ビーム軸に垂直な横平面内におけるエネルギーの流れの不均衡

（消失横エネルギー）として検出した。中央領域で亙，752個事プラグ領域で262個のW→eひ事象が得

られた。

W→e沙事象の検出の精度を調べるため、電子のエネノレギー測定の精度、電子曾陽電子の検出効率ヨ

およびバックグラウンドの混入率を評価した。電子のエネルギー測定の精度は害中央領域について

は既に確立していたので問題ないが，プラグ領域についてはヨZ㌧e＋ゼ事象のe＋e一不変質量の分布、

一510一



W→eひ事象の横方向質量の分布を調べることにより評価した。電子ヨ陽電子の検出効率はラ実際に

CDFで観測されたe±を含むデータサンプルとモンテカルロ1シミュレーションを併用して評価し

た。バツクグラウンドのうちラQCDジェツトおよびb→eμXによるものは実際のデータを利用してヨ

W→〃→e榊雪Z→ττ→帥Xからの寄与はモンテカルロ1シミュレーションを用いて評価した。こ

れらの補正が荷電非対称性の値に与える影響はヨ統計誤差に比べて十分小さいことが示された。

　荷電非対称性の測定値は、現在広く用いられている陽子の構造関数（DFLM，D○，EHLQ，HMRS）

を用いた理論計算と比較された。このうちD○構造関数は90％の信頼度で測定値と不整合でありラそ

の他の構造関数は測定誤差の範囲内で整合することが示された。

審　　査　　の　　要　　旨

　陽子を構成するパートン（クオークヲグルーオン）の運動量分布を表わす陽子の構造関数は事現

代素粒子物理学にとって基本的な量である。構造関数は雪レプトンを陽子又は原子核の標的に衝突

させヨ深非弾性散乱のデータから得られてきた。この論文はヲ亙．8TeV陽子1反陽子衝突による多数

のW±→e±浦壊をプローブとしてこれまでさぐれなかった高いエネ／レギースケールでの陽子の構

造ラ具体的には陽子内の湿ヨdクオーク含有率の比を実験的に調べたものであり、素粒子物理学に

とって貴重な情報を提供したものと言える。研究はグループによる共同研究であるがヨ著者はラプ

ラグ領域における電子同定アルゴリズムの確立害検出効率の評価事バックグラウンドの評価など多

くの貢献をしヨ重要な物理的結果を導出した。

　よってヨ著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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